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◎ シリーズ 次世代を担う衛生・環境工学者 NO.98  地方独立行
政法人 北海道立総合研究機構 北方建築総合研究所 地域研究
部 地域システムグループ 研究主幹 牛島 健氏を訪ねて…水道
ネットワーク通信 有村源介 ◎トピックス 下水道管を緊急点検 
埼玉･八潮市の道路陥没事故/災害用井戸の活用へ 地下水利用
ガイドライン案/衛星画像で漏水調査 国交省 能登地方６市町
で実施/杉本常務が４月１日付で社長に 取締役会で決定 前澤給
装工業…月刊コア編集部　◎ 業界イベント 人材育成・入職促進
に全力…月刊コア編集部　◎能登６市町において水道の本復旧
に向けて｢衛星画像を活用した漏水調査｣を実施します～…国
土交通省　◎｢令和６年版 日本の水資源の現況｣を公表…国土
交通省 ◎令和７年３月から適用する公共工事設計労務単価に
ついて…国土交通省　◎埼玉県八潮市の道路陥没事故を踏ま
えた緊急点検結果等を公表します…国交省　◎令和６年能登半
島地震の影響を踏まえ､経営事項審査について…国土交通省　◎
鳴瀬川水系多田川流域において｢特定都市河川｣の指定に向け
た手続きに着手…国土交通省　◎流域下水道管の破損に起因
する道路陥没事故に関して被災中小企業･小規模事業者支援措
置を行います…経済産業省　◎入札契約改善に向けたハンズオ
ン支援事業の支援結果(報告)…国土交通省◎｢水道カルテ｣を
ぜひご確認ください…国土交通省　◎令和５年河川愛護月間
｢絵手紙｣入賞作品決定…国土交通省　◎公共交通機関における
バリアフリー化の状況について…国土交通省　◎令和５年住
生活総合調査の調査結果(速報)…国土交通省　◎国土交通デー
タプラットフォームを活用した大阪・関西万博会場における
熱中症等のシミュレーションの取組状況…国土交通省　◎動
画版｢これってあり？｣…国土交通省　◎第５回グリーンインフラ
大賞｢国土交通大臣賞｣が決定しました！…国土交通省　◎｢史
跡玉川上水整備活用計画(改定版)｣の策定について…東京都
水道局 ◎ Photoエッセイ サザエさん…北海学園大学 名誉教授｢水
ネットワーク北海道｣幹事長　余湖 典昭◎ 明日への道標 どんな子供
でも人間として―澤田三喜GIベビーの母―…㈱日本設備工業新
聞社代表取締役社長 高倉克也　◎ 東京見て歩き(134) 米軍の空爆
の目標となった東久留米界隈とその後…(一社)スマート水道推進
協会会長・㈱日本設備工業新聞社顧問 坂本弘道 ◎ 特別連載 平
成を偲ぶパロディ狂歌集(71)―平成一人百首 単身赴任５(全５
首)…弁護士 野平大魚　◎建築着工統計[2024年12月]…国土交通省

◎ 業界イベント 賃金・労働環境改善を 全管連 盛大に新年賀詞
交歓会/設備展成功に向け結束強化 東管機商680名が賀詞交歓会
に参集/命の水を守る体制再構築 東管協組 八芳園で盛大に年詞交
歓会/復旧支援は大きな財産 三管協 新春賀詞交歓会が盛況…月
刊コア編集部　◎ シリーズ 次世代を担う衛生・環境工学者 NO.97  
北海道大学大学院 工学研究院環境工学部門 水質変換工学研究調室 
准教授 押木 守氏を訪ねて…水道ネットワーク通信　有村源介 ◎｢新･
全国統一指標｣令和５年度取組状況のまとめ…国土交通省　◎水道
におけるPFOS及びPFOAに関する調査の結果について(最終取
りまとめ)…国土交通省　◎令和６年能登半島地震等に係る新
たな雇用対策を実施します…厚生労働省　◎入札契約の適正化
の取組状況に関する調査結果について…国土交通省◎｢まちづ
くりマッチングシステム｣の構築について…東京都　◎令和６年は
過去平均(統計開始以降)を上回る土砂災害が発生…国土交通
省　◎和７年度環境省関係税制改正について…国交省　◎被災
住宅の補修等のための電話相談体制について…国土交通省　◎
住宅ローン減税の子育て世帯等に対する借入限度額の上乗せ
措置等を令和７年も引き続き実施します！…国土交通省　◎建
設業の各種金額要件や技術検定の受検手数料を見直します…国
土交通省　◎建設業の人材確保・育成に向けた取組を進めて
いきます…国土交通省・厚生労働省◎労働政策審議会建議｢今
後の労働安全衛生対策について｣を公表します…厚生労働省　◎
｢令和６年能登半島地震から1年｣の復旧・復興状況と今後の見通
し…国土交通省　◎日本橋川沿いエリアの国際金融機能を支
える水辺空間が誕生…国土交通省　◎ Photoエッセイ テレビ塔
の時計…北海学園大学 名誉教授　余湖 典昭◎ 明日への道標 生命
の樹につながって…㈱日本設備工業新聞社代表取締役社長 高倉克
也　◎ 東京見て歩き(133)  駒場の日本民藝館、近代文学館と東大
駒場博物館…(一社)スマート水道推進協会会長・㈱日本設備工
業新聞社顧問 坂本弘道 ◎ 特別連載 平成を偲ぶパロディ狂歌集
(70)…弁護士 野平大魚　◎建築着工統計[2024年11月]…国土交通省

　朝の渋谷駅は群衆のなかの孤独を感じさせる。
無言で足早に行き交う人々。地下の通路に靴音が
反響し、その多くはスマートフォンを眺めている。
キャリーバッグを引く海外からの観光客もいる。
気をつけないとぶつかりそうになる。信号のない
交差点のように誰かが誰かを追い越していく。
　アメリカの社会学者デイヴィッド・リースマン
が1950年に刊行した『孤独な群衆』をわたしは
想い出す。彼が提唱した社会性格論によると人間
には社会的環境に規定される社会的性格がある。
社会的性格は伝統指向型・内部指向型・他人指向
型へと歴史的に変化してきた。伝統指向型は儀礼
や慣習、内部指向型は教育や道徳、他人指向型は
他者の言動や評価が支配的な価値観となる。
　SNS全盛の現代はまさしく他人指向型の社会と
いっていいだろう。自分の本音は明かさずネット
上の集団の動向や影響や流行に左右される同調性
が特徴だ。実際の人間関係は浅く表面的で孤独な
群衆にほかならない。SNSの可能性は否定しない
ものの、わたしは情報の真偽を見極める洞察力、
リアルなコミュニケーションの深化、自己の行動
を内省する主体性などが欠かせないと思う。
　京都学派の哲学者・三木清はロングセラーの
『人生論ノート』で「孤独は山になく、街にある。
一人の人間にあるのではなく、大勢の人間の間に
ある」という名言を残している。共同体のなかで
人間はひとりで生きていけない。個人だけでなく
国家も民族もおなじだろう。自分だけという思い
込みが孤独と不安と対立を招いていく。 （高倉)

至宝の遺稿
 

８年の水道法改正により全国一律の取り扱いとなった。以来６年
を経て、新制度は定着しつつある。今後、配管技術者の取り扱い
など広く議論され、より良い制度にしていただきたいと考える。
　そうした意味で、制度改正当時の流れを時系列的に整理され、
豊富な資料とともに詳細な解説が加えられている本書は、大変
参考になると確信する。
　国家行政の立場から、厚生省で直接陣頭指揮をとられた著者
本人ならではのコメントを見ると、関係方面と何度も調整され
るなど、改正法は如何に大変な作業であったか容易に察しがつく。
改めて「ご苦労様でした。」と申しあげたい。
　今後とも、この制度のもとに設立された「給水工事技術振興
財団」を中心に、水道関係者が一致協力して給水技術の向上や技
能者の育成に努めていくことが重要である。その意味からも、広く
水道関係者にお奨めしたい。

元日本水道協会専務理事　川北　和德

　水道システムは、水源施設から家庭の蛇口まですべてにおい
て適正な管理がなされてはじめて機能する。その中でも特に末
端にある給水装置は重要な位置を占める。
　この給水装置関係は、従来、全国の水道事業毎に給水条例等
で取り扱いを定めていたが、政府の規制緩和政策に伴って平成

元給水工事技術振興財団理事長・東京大学名誉教授　藤田　賢二

　平成のはじめ規制緩和の嵐が吹きすさんだ。過去の良いも
のも悪いものも一斉に吹き飛ばされようとしていた。世界に冠た
る衛生性を誇ってきた日本の水道にも、その安定したシステムを
壊そうとする力が、規制緩和の衣をまとって襲ってきた。
　その破壊力に抗して立ちはだかった一人が著者である。しか
し、多勢に無勢、時に利あらず、わが水道システムの一部はこの
過程で破壊されることになる。
　著者達の粘り腰はここから発揮される。衛生の保持をねがう市民
を味方にして、破損個所を修復すべく新しいシステムをつくりあげた
のである。規制緩和という逆風の中、特筆すべき功績である。
　本書は、頑強に、しかし、笑みをもって嵐を受け止めた男が、
その顚末を淡々とつづった記録である。

本書を推薦する

浜田康敬氏は病気療養中のところ
令和３年１月に無念にも逝去されま
した。浜田氏の多大なる功績を偲び、
精魂を傾けた歴史的労作を皆さまに
お届けします。

浜田　康敬 著（　　　　　　　　　 　）元厚生省生活衛生局水道環境部長
前公益財団法人給水工事技術振興財団理事長




